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右上：カンパラにあ

るウガンダ・カボワ教会

小学校の教室で生徒

を教えるロビナ・ナンカ

ンジャ先生（45歳）。

「教え子たちが衛生に

ついて学び、個人の衛

生習慣に関する知識

を広めてくれるのを見

ると、誇らしい気持ちに

なります。教育は、女

の子が男の子より劣っ

ているという考え方を

変えてくれます。」 

左上：カンパラ（ウ

ガンダ）の小学校で手

洗いをするジュディス

ちゃん（9歳）。「学校で

は石けんが使えるんで

す。トイレの後は石けん

で手を洗います。みん

なそうしています。石け

んで手を洗えば、ばい

菌が手からいなくなりま

すから。」 

右：マディヤ・プラ

デーシュ州（インド）で、

村の若い人たちを集め

て衛生的な月経管理

方法を広める活動をし

ているサンジュさん

（18歳）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

ロンドンであれナイジェリア最大の都市ラゴスであれ、世界中どこで

も子供たちには衛生的で健康な生活を営み、質の高い教育を受

ける権利があります1、2。この権利を今からわずか10余年後の

2030年までに、すべての人がすべての場所で実現できるようにす

ることを、世界のリーダーたちは国連の「持続可能な開発目標

（SDGs）」のなかで約束しています3。しかし、現在の進捗状況を見

ると、順調とは言いがたい国が多く、このままではこの約束は果たさ

れそうにありません。 

世界中の学校のうち3分の1は適切なトイレがありません4。しかも、

小学校の5分の1、中学校の8分の1は、トイレそのものがないので

す5。 

現在、適切なトイレのない学校に通う生徒の数は、世界でおよそ6

億2,000万人。これはアメリカの人口の約2倍に相当します6。そう

した生徒たちは日常的に、休み時間に走って家に用を足しに帰っ

たり、校庭の草むらをトイレ代わりに使ったり、病気や月経で学校を

休んだりしています。 

これは単に不便なだけではありません。就学年齢の子供のうち、

下痢または腸内感染で命を落とす子供の数は、毎年およそ14万

人にのぼります7。さらに28万9,000人が、不衛生な水や衛生設備

の不備が原因で、学校に上がる前に亡くなっています8。これはも

はや、危機としか言いようがありません。 

これは学校に限ったことではありません。世界で23億人、つまり約

3人に1人が基本的なトイレのない家に暮らしています9。この数は

過去20年間ほとんど変わっていません。そして8億9,200万人が、

いまだに野外排せつをしています10。 

これはすべての人に関することですが、特に子供たちには危険で

す。トイレのない環境で育つということは、命にかかわる病気の危険

にさらされるということです。また、下痢を繰り返すと、発育上きわ

めて重要な時期に低栄養に陥る可能性も大きくなります。何百万

人もの子供たちが、いつまでもトイレが設置されない現実のなか、

衛生関連の病気を患って、学校に行けず、未来の可能性を閉ざさ

れているのです。 

つい最近、南アフリカの小学校で5歳の女の子が亡くなる事故があ

りました。ピット式トイレの床の木が腐っていたため、床が抜けて下

の下水に落ちてしまったのです。この事故をきっかけに、南アフリカ

政府は2年以内に全国の学校に適切なトイレを設置することを約

束しました11。しかし、この事故だけが特別なわけではありません。

世界中で毎日、トイレの不備が原因で子供たちが命を落としている

のです。 

今こそ、行動に移さなくてはなりません。 
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「基本的な」衛生設備とは？ 
国や地域を問わず、どんな人にも「安全に管理

された」衛生設備を利用する権利があります。こ

の大きな目標を達成するには、まず「基本的な」

衛生設備だけでも、すべての人が利用可能にし

なくてはなりません。ところで、これらの用語は

いったい何を意味しているのでしょう？ 

家庭では12
 

「安全に管理された」衛生設備 

排せつ物が安全に処理・廃棄される衛生的な

家庭のトイレ。 

これを利用している人は： 
39％* / 29億人 

「基本的な」衛生設備 

注水式簡易水洗トイレなどの衛生的な家庭のト

イレ。排せつ物は川に排出されるか、未処理の

まま屋外の環境に廃棄されます。 

これを利用している人は： 
29％* / 22億人 

「限定的な」衛生設備 

基本的な衛生設備はあるものの、複数の家庭

で共有しているトイレ。 

これを利用している人は： 
8％* / 6億人 

「改善されていない」衛生設備 

排せつ物が人に触れないよう衛生的に分離さ

れていないトイレ。蓋のないピットや水の上に設

置されたトイレなど。 

これを利用している人は： 
12％* / 8億8,100万人 

野外排せつ 

草むらや鉄道の線路脇、人目につかない場所

などで用を足すこと。 

これを行っている人は： 
12％* / 8億9,200万人 

 

 

 
 

*パーセンテージは小数点第1位で四捨五入した数 

学校では13
 

「基本的な」衛生設備 

調査時に学校で使用可能だった（設備があり、

機能していて、プライバシーを保てる）男女別の

トイレ。水洗トイレ/注水式簡易水洗トイレ、換気

できる改良型ピット式トイレ、コンポスティングトイ

レ、足置き台のあるピット式トイレなど。 

これを利用している学校は： 
66％ 

「限定的な」衛生設備 

基本的な衛生設備はあるものの、男女別になっ

ていないか、調査時に使用できる状態ではな

かった学校のトイレ。 

これを利用している学校は： 
12％ 

衛生設備なし 

排せつ物が人に触れないよう衛生的に分離さ

れていない学校のトイレ。蓋のないピットや水の

上に設置されたトイレを使用している場合や、ト

イレそのものがない場合など。 

これを利用している学校は： 
23％ 

「持続可能な開発目標」とは？ 

持続可能な開発目標（SDGs）は17のグローバ

ル目標から成り、世界のリーダーらはこの目標を

2030年までに実現すると約束しています14。

個々の目標にはそれぞれターゲットと指標が設

定されており、進捗状況を把握して、政府に責

任を問うことができるようになっています。 

SDGsの目標6は、すべての人が、すべての場所

で、「安全に管理された」水と衛生を利用できる

ようになること（水・衛生のユニバーサルアクセ

ス）を目指しています15。これはつまり、家庭でも

職場でも公共の場でも、必要なときにはいつでも

安全な飲み水が手に入り、プライバシーを保て

るトイレを利用できて、排泄物は安全に処理さ

れ、石けんと水で手洗いができるということです。 

SDGsの目標4（「すべての人々に包摂的かつ公

平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会

を促進する」）には、ターゲットとして、すべての

人にとってアクセシブルな学校設備の建設と改

善が盛り込まれており、この設備には適切なトイ

レも含まれています16。 

 
 
 
 
 

 
基本的なトイレのない暮らしによって、 

何百万人もの子供や若い人たちの健康、

安全、教育が脅かされています 

健康 

2017年、子供（5歳未満）が下痢性疾患にか

かった症例は、世界中で9億5,700万件ありまし

た17。子供は下痢をするとすぐに脱水状態になり、

感染症にかかりやすくなります。そうなると、命を

落とすおそれもあります。 

不衛生な水や衛生設備の不備が原因で5歳ま

でに命を落とす子供が、毎年28万9,000人もい

ます18。5歳から14歳までの年齢で亡くなる子

供の数は、下痢と腸内感染をあわせると毎年お

よそ14万人にのぼります19。これは、トイレのよう

な基本的なものがあれば、そして清潔な水と石

けんで手洗いができれば、救えるはずの命です。 

下痢を繰り返しながらも命は取り留めたとしても、

長期的な低栄養状態は栄養失調や発育阻害

の原因になります。年齢相応に身長が伸びず、

感情面や社会性、認知的な発達障害を抱える

ことになる可能性もあります20。発育阻害には、 

コレラやポリオといった下痢性疾患、腸内寄生

虫（土壌伝播蠕虫）、 そして腸内環境障害（子

供の腸が正常に機能しない） が関係していると

考えられます21。生後2年間で下痢性疾患に5

回以上かかったことが原因で発育障害になった

ケースが、発育阻害全体の4分の1を占めてい

ます22。 

安全 

学校のトイレが適切なものでない場合、それが

建築構造の不備であれ、足置き台がないことで

あれ、あるいは汚物のあふれたピットであれ、と

にかく子供たちは身の危険にさらされることにな

ります。 

 
 
 
 
 
 

 
トイレに照明やドアや鍵がないと、子供や若者

たちは、クラスメイトや大人たちから暴力やいじ

め、からかいを受けるおそれがあります。女の

子の場合は特に、学校のトイレが安全でなけ

れば、性的暴力の被害に遭いかねません。ま

た、野外で用を足すことは、ワニやヘビなどの

野生生物に襲われる危険を冒すことにもなり

ます。 

適切に設計されたアクセシブルなトイレがない

場合、障害のある子供には尊厳を保って安全

にニーズを満たすことがなおさら難しくなります。

トイレに車椅子が登れるスロープや向きを変え

られるスペースがなかったり、手すりが設置さ

れていなければ、せっかく学校にトイレがあって

も、それを使えない子供が大勢出てきてしま

います。 

教育 

家庭にも学校にも適切なトイレがない子供たち

は、学校を卒業するのが難しくなってしまいま

す。下痢を繰り返して学校を度々休むと、授

業についていけなくなります。学校の敷地内に

トイレがないことが不安やストレスの原因になり、

学校に足が向かなくなることもあります。 

月経中の女の子には、プライバシーを保てる

男女別のトイレ設備が必要です。設備がきち

んと機能しているだけでなく、水と石けん、生

理用品を捨てるゴミ入れ、生理用の布ナプキ

ンを洗って乾かす場所も必要です。学校で衛

生的に月経管理ができなければ、休んで家に

いることになり、学校を完全に辞めてしまう可

能性も大きくなります。南アジア全体で3分の1

以上の女の子たちが、1か月に1～3日間、月

経中に学校を休んでいます23。サハラ以南の

アフリカでは10人中1人の女の子が月経中

ずっと学校に行けず、年間で計算すると20％

は学校を休んでいることになります24。 
 

子供と若い人たちへの 

影響 
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*衛生設備がない：トイレが設置されていない、または改善されていない 

 
 

 
データを入手できた101か国について、適切なトイレがある学校の割合を

調査したところ、その割合が最も低かったのは、西アフリカの海岸沿いに

位置するギニアビサウでした。十分な衛生設備がない学校は8割にのぼり、

またほぼ同じ割合で、家庭にも最低限の基本的なトイレがありません。小

学校を卒業する子供はたったの29％。その理由として、病気になる子供

の割合が高い、設備が整っていない、教師のなり手がいないといったこと

があります。 

第5位には同率で3か国が並んでいますが、そのひとつがアフリカの角と

呼ばれるソマリアです。ソマリアは長い間、暴力や政情不安と戦ってきた

国。6割の学校には限定的な衛生設備すらありません。すべての人が家

庭で衛生的なトイレを利用できるようにするための歩みが後退するなかで、

年間5,300人の子供が下痢に関係した病気で亡くなっています。 

サハラ砂漠の端に位置するニジェールは、世界で最も開発が遅れた国の

ひとつです。頻繁に起こる干ばつと政情不安により、国民の多くは貧困状態

から抜け出すことができません。 

子供たちが適切な衛生設備を利用できる学校の割合は世界で2番目に低

く、基本的なトイレがある学校はほんの24％です。また、家庭に衛生設備が

ないために、10人中7人以上は野外で用を足しています。学校と家庭で子

供たちがトイレを利用することができ、十分な衛生習慣について教わってい

れば、毎年11,500人の子供たちが下痢のために5歳未満で命を落とすこと

もなく、もっと多くの子供たちが少なくとも小学生の間は学校に通い続けるこ

とができるのです。 

 
ニジェールのノランデにある学校に新しいトイレが設置される前、ロウカヤさん（12歳）と

友人たちは野外で用を足さなければならず、その影響は心身の健康と安全にまで及ん

でいました。「学校にトイレができる前、生徒たちはしょっちゅう腹痛や嘔吐、マラリアなど

の病気にかかっていました。家族と暮らす家でも状況は同じでした。トイレが必要なとき

は、わざわざ遠くまで行って茂みの中や木陰で用を足していました。トイレがないのです

から、プライバシーも尊厳もありません。今では、用を足すのにそんな遠くまで行かなくて

もよくなりました。それだけで、学校の成績はみんな良くなりましたし、学校に通い続けら

れる女の子も増えています。」 

 
**現在の進捗率の場合 

1. 取り組みの状況: 

適切なトイレを利用できない学校の 
割合が多い国25

 

ニジェール 

76％の学校に 

トイレがありません* 

72％の子供たち

が小学校を卒業で

きません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2203年までか

かります** 

毎年11,500人の

子供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 
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国 衛生設備が 家庭に最低限の 家庭に適切な 不衛生な 小学校を 

 ない学校の 基本的な トイレがない子供 水・衛生が 卒業した 

 割合（％） 衛生設備が （17歳未満）の 原因で1年間に 子供の割合26 

 （2016）* ない人の割合 人数（2017） 死亡した子供 （最後にデータが 

  （％）（2015）  （5歳未満）の とられた年） 

    人数（2015）  

      

ギニアビサウ 80 78 697,450 700 29 

ニジェール 76 87 9,809,100 11,500 28 

コモロ 68 66 241,854 50 77 

ソロモン諸島 64 69 185,262 10 データなし 

モーリタニア 60 55 1,048,500 410 53 

ソマリア 60 84 4,836,400 5,300 データなし 

エチオピア 60 93 45,183,600 8,500 47 

中央アフリカ共和国 59 75 1,864,360 900 データなし 

タジキスタン 56 4 157,384 510 98 
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エチオピアは、人口数で見るとアフリカ第2位の

大国です。干ばつと飢饉にエリトリアとの国境紛

争が重なり、開発が停滞しています。そうした状

況のなか、新しく首相に就任したアビー・アハメ

ド氏が平和と秩序を約束。水と衛生設備へのア

クセスが今後の主要な難題のひとつとなってい

ます27。 

エチオピアでは学校の60％にトイレがなく、10

人中9人以上は家庭でトイレを利用するという

人権が満たされていません。しかし、未来へ向

けての希望はあります。エチオピアでは地域共

有トイレの設置が進んでおり、小学校を卒業す

る子供たちの数も大幅に増加しています。 
 

 
 

アムハラ州アレファの学校に通うメラキエさん（15歳）。清潔な水と適切なトイレを利用

できるようになって何が変わったかを説明してくれました。「以前は古いトイレを男女一

緒に使っていて、ドアがきちんと閉まらないこともありました。それがどんな気持ちか、わ

かりますよね？月経だからと毎月休む友人もいました。今は男子用トイレからずっと離

れたところに女子用トイレがあるので、プライバシーを守りながら月経管理ができます。

今では授業を休むことはありません。」 

 

 

衛生環境が整っていないのは、学校だけでは

ありません。サハラ以南アフリカでは、家庭に

適切なトイレがない子供が推定で3億4,400

万人います28。これは、イギリス、アイルランド、

フランス、ドイツ、スイス、イタリア、スペイン、

ポルトガルの人口をすべてあわせた人数と同

じです。 

学校に適切なトイレがない国のトップ10にも入っ

たエチオピアは、家庭で適切なトイレを利用でき

ない人口の割合が最も多い国でもあります。毎

年8,500人の子供が、衛生設備の不備と不衛

生な水のために下痢性疾患を患い、命を落とし

ています。 

シエラレオネでは、内戦とエボラ流行からの復

興の兆しが見えてきましたが、衛生面では苦

戦しています。8割以上の家庭には、適切なト

イレがありません。進展を加速させない限り、こ

の基本的人権をすべての人が実現するには

2302年までかかることになります。 

ニジェールでも、8割の人が最低限の基本的な

衛生設備を利用できず、トップ10入りしました。

進捗が行き詰まるなか、毎年1万1,500人の子

供が水・衛生関連の下痢性疾患で亡くなってい

ます。 

エチオピア 2. 家庭で適切なトイレを 
利用できない人口の割合が 
多い国―トップ10 

 

60％の学校に 

トイレがありません 

53％の子供たち

が小学校を卒業で

きません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2370年までか

かります 

毎年8,500人の

子供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 
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順位 国 家庭に最低限の 衛生設備が 家庭に適切な 不衛生な 小学校を 

  基本的な ない学校の トイレがない子供 水・衛生が 卒業した 

  衛生設備が 割合（％） （17歳未満）の 原因で1年間に 子供の割合 

  ない人の割合 （2016） 人数（2015） 死亡した子供 （最後にデータが 

  （％）（2015）   （5歳未満）の とられた年） 

     人数（2015）  

       

       

1 エチオピア 93 60 45,183,600 8,500 47 

2 チャド 90 データなし 6,921,500 9,150 27 

3 マダガスカル 90 31 10,621,500 3,870 データなし 

4 南スーダン 90 45 5,416,800 4,240 データなし 

5 エリトリア 89 43 2,250,400 860 データなし 

6 ニジェール 87 76 9,809,100 11,500 28 

=7 ベナン 86 28 4,651,920 1,320 54 

=7 トーゴ 86 43 3,044,360 900 61 

=7 ガーナ 86 31 10,622,000 980 66 

10 シエラレオネ 85 45 2,732,400 1,270 67 
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マダガスカルは、アフリカの東南海岸沖に位置

する、世界で4番目に大きな島です。豊富な

天然資源に加え、固有の野生生物を活かした

観光産業があるにも関わらず、いまだに世界

で最も貧しい国のひとつであり、援助に大きく

依存しています。 

家庭で適切なトイレを利用できる人の割合に

ついては世界で3番目に低く、最低限の基本

的な衛生設備を利用できる人は10人のうち

わずか1人です。学校もほぼ3校に1校は、機

能しているトイレがまったくない状態です。さら

に悪いことに、不衛生な水と衛生設備の不

備を原因とする下痢のために毎年3,870人

の子供たちが命を奪われ続けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校で使っているノートを手にした右の写真のランジャ

ちゃん（9歳）には、学校にいられる時間がほとんど残っ

ていません。家族のために1日のかなりの時間を水くみ

に費やしているからです。水が汚く、村には適切なトイレ

もないことから、ランジャちゃんはしょっちゅう病気にか

かっています。「もっと勉強ができるようになりたいし、

大きくなったら先生になりたいと思っています。子供が

大好きだから先生になりたいんです。学校と村に水道

水と立派なトイレがあったら、きっと素晴らしいでしょう

ね。ものすごく嬉しいと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
シンシアさん（6歳）。

マダガスカルにある彼

女の小学校の新しいト

イレ棟にて。 

 

 

 

 

 

 

 

 
アフリカ西部に位置するガーナは近年、こ

の地域で最も安定した国のひとつ言われて

います。金、ココア、そして現在はオイルの

おかげで、ガーナの経済は急成長を遂げて

います。ナナ・アクフォアド大統領は、今も

貧困状態で暮らす国民の生活の質を向上

させることを約束しました29。政府は新しく公

衆衛生・水資源省を立ち上げ、全国で公衆

衛生キャンペーンを開始。衛生対策に絞っ

て予算を割き、国家公衆衛生局の計画を

整備しています30。 

しかし、ガーナでは現在のところ、10人中8

人以上が家庭に適切なトイレがなく、ほぼ3

分の1の学校はトイレが設置されていません。

この人権が満たされていないために、毎年

およそ980人の子供たちが命を落としてい

ます。ガーナの子供たちの66％は小学校

まで卒業しているものの、不健康な環境の

なかでなんとか生きていく術を身に付けるし

かない人々が大勢いるのです。 

 
 

 
 

ギフテイさん（16歳）はガーナのカネドラ・アカモの学校に通っています。彼女の学校

にはトイレや更衣室はありません。あるのは小便用のピット1つのみ。多くの生徒は野

外で用を足します。ギフテイさんは月経の間、家で過ごすことが多いため、1か月のう

ち多くて4日は学校を休むことになります。学校にトイレがないということは、用を足す

には家に帰らなければならないということでもあります。

ガーナ 
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31％の学校に 

トイレがありません 

小学校を卒業す

る子供の割合につ

いてはデータがあり

ません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2281年までか

かります 

毎年3,870人の

子供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 

31％の学校に 

トイレがありません 

44％の子供たち

が小学校を卒業で

きません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2428年までか

かります 

毎年980人の子

供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 
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順位 国 家庭に 家庭に 変化率 衛生設備が 不衛生な 家庭に 小学校を 

  最低限の 最低限の （％ポイ ない学校の 水・衛生が 適切な 卒業した 

  基本的な 基本的な ント） 割合（％） 原因で トイレが 子供の割合 

  衛生設備が 衛生設備が  （2016） 1年間に ない子供 （数字は 

  ない人の ない人の   死亡した （17歳未満） 直近の 

  割合（％） 割合（％）   子供（5歳 の人数 調査による） 

  （2015） （2000）   未満）の （2015）  

      人数   

      （2015）   

         

1 チャド 90.5 90.1 0.4 データなし 9,150 6,921,500 27 

2 ソマリア 83.8 77.6 6.2 60 5,300 4,836,400 データなし 

3 
パプア 

ニューギニア 
81.4 81.3 0.1 39 220 2,666,000 データなし 

4 
コンゴ 

民主共和国 
80.3 77.6 2.7 10 11,100 32,674,000 69 

5 ケニア 70.2 69 1.2 0 5,170 15,536,300 84 

6 ナイジェリア 67.4 63.5 3.9 52 59,600 62,115,000 77 

7 ジンバブエ 61.4 58.3 3.1 4 3,030 4,598,400 88 

8 カメルーン 61.2 60.2 1 51 3,630 7,078,500 74 

9 ガンビア 58.3 44.8 13.5 2 230 607,840 62 

10 ミャンマー 35.3 30.4 4.9 データなし 750 6,365,000 83 

 

 

 

アフリカで最も人口の多いナイジェリアは、アフリカ最大の経済大国でもあ

ります31。人種と宗教が多様性に富んでいるため治安の維持と政情の安

定化が難しく、秩序が保たれていないことから開発が足止めされたままに

なっています。 

ナイジェリアでは、人口の変動や急速な都市化のために、すべての家庭に

衛生設備を設置するというユニバーサルアクセスに向けての進捗が後退

しています。10人中6人が今も最低限の基本的な衛生設備がない生活を

送っています。学校の半数には適切なトイレが設置されておらず、それが

全国的な水・衛生の危機を招いて毎年59,600人の子供たちが命を落と

す一因にもなっています。77％の子供たちが小学校まで卒業していること

は未来への希望が持てる材料ではあるものの、プライバシーを保って安全

に用を足せる場所がないために、子供たちはなかなか勉強に身を入れる

ことができません。この厳しい状況を受け、ナイジェリア政府は水・衛生の

緊急事態を宣言。ムハンマド・ブハリ大統領は、事態に対処するため、

大々的なアクション・プランの始動に踏み切りました32。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
これらの国では、家庭で適切なトイレを利用できる人の割合が減少して
います。アフリカで5番目に大きい国、チャドでは、9割の人が最低限の
基本的な衛生設備を利用できない環境で生活しています。この割合は
2000年から変わっていません。 

カメルーンでも、適切なトイレの普及に苦戦しており、人口の3分の2はま

だ適切なトイレを利用できない状況です。利用できるトイレがある割合は、

家庭よりも学校の方がやや高くなっているものの、まだ半分以上の学校

で適切なトイレを利用できていません。 

オッフィア（10歳）くんはナイジェリアの小学校に通っ

ています。「学校にはトイレが1つもありません。ある日、

用を足したくなって草むらに行き、半ズボンを脱いだ

ところで、茂みに蛇がいるのを見つけたんです。大声

で叫んで逃げました。学校にきれいなトイレがあれば、

もっと気が楽なのに。必要なときに、静かに用を足せ

るのにと思います。」 
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トイレを利用できる人口の 
割合が減っている国―トップ10 

 

ナイジェリア 

52％の学校に 

トイレがありません 

23％の子供たち

が小学校を卒業で

きません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようにするた

めの取り組みは後退

しています 

毎年59,600人の

子供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 
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パプアニューギニアは世界で最も言語の

多様性に富んだ国で、母語として話されて

いる言語が700種類以上あります。そのた

め、国民の80％が遠隔地の農村に住んで

いるという事情も相まって、保健と教育分

野の進展が特に困難な状況です。 

パプアニューギニアでは、10人に8人は適

切なトイレを使用できず、家庭における衛

生設備のユニバーサルアクセスに向けて

の進捗が後退しています。毎年およそ220

人の子供たちが、水・衛生に関係した下痢

で命を失っています。パプアニューギニア

では最近になって、2000年に根絶したポリ

オが再発しています33。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ラルアくん一家は、近くのマングローブ湿地帯を流

れる川をトイレとして使っています。地下水面が高く、

ピット式トイレを作ることができないからです。夜に用

を足しに行くとき、ラルアくんは幽霊とヘビが怖くてた

まりません。 

「夜にトイレに行くのは怖いんです。すぐに済むと思え

ばひとりで行くけれど、時間がかかりそうなときは兄

か姉に頼んで一緒に行ってもらいます。お腹が痛く

なって、下痢をすることもあります。下痢だと川まで

行けないので、家の裏に飛んで行って、終わったら

砂をかけて隠しておかないといけないんです。」 

「お腹が痛くて下痢のときは授業には行きません。

治って学校に行けるようになるまで待つんです。授

業を休むのは嫌な気分だし、学校には毎日行きた

いんです。早く治って学校に行けるようになりたいと

思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ザンビア、モンゼ地区の学校にて。トイレの洗面所で手

を洗うルースさん（14歳）とデスティニーさん（13歳）。 

嬉しいことに、学校に適切なトイレを設置するこ

とを優先課題とし、その取り組みに成功してい

る国もあります。こうした国では授業の出席率

が上がり、子供たちが能力を発揮できるように

なっています。インドでは、政府主導のクリー

ン・インディア政策により、2019年までにすべ

ての家庭にトイレを設置することと、すべての地

域で野外排せつを根絶することが約束されま

した。7割の学校には基本的なトイレがあり、

90％以上の子供が小学校を卒業しています。

課題は、最貧困層や取り残されがちな人も確

実にトイレが利用できるようにすること、そして

改善を継続していくことです。 

ブルキナファソでは、7割の家庭で最低限の基

本的な衛生設備が整っていない一方、70％

以上の学校でトイレを利用することができます。

子供たちの健康を守り、安全と教育を保障す

るためには、学校だけでなく、家庭でもトイレを

利用できるようにすることが大切です。しかし、

このままのペースでは、それが実現するのは

2105年になるでしょう。 

 
 

39％の学校に 

トイレがありません 

小学校を卒業す

る子供の割合につ

いてはデータがあり

ません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようにするた

めの取り組みは後退

しています 

毎年220人の子

供たち（5歳未満）

が、衛生設備の不

備が原因で命を落と

しています 

4. 成功事例： 
学校に適切なトイレを 
導入している国 
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国 基本的な衛生設備が 

ない学校の割合（％） 

（2016） 

小学校を卒業した子供の割合 

（最後にデータがとられた年） 

不衛生な水・衛生が原因で

1年間に死亡した子供（5歳

未満）の人数（2015） 

ウガンダ 79 44 4,580 

インド 73 92 60,700 

ブータン 76 データなし 16 

ブルキナファソ 70 データなし 4,560 

マラウイ 70 47 3,130 

ザンビア 66 75 1,960 

バングラデシュ 59 80 2,220 
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内陸国のザンビアは、豊富な天然資源に

恵まれた国。経済も成長しており、政治も

比較的安定しています。ところが現在は、

膨らむ負債や政治的腐敗の追及、いつま

でも続く貧困率の高さに加え、今年初旬に

首都ルサカで各地域に壊滅的な被害を

与えたコレラの流行にも苦しんでいます。 

しかし、家庭の衛生設備については遅れを

とっているものの、ザンビアの学校は現在

10校中7校に基本的なトイレがあり、子供

たちは4人に3人が小学校を卒業できてい

ます。 

低地に広がるバングラデシュは洪水が多く人

口密度も高いため、持続可能な衛生設備の

建設が困難となっています。バングラデシュ 

では今も多くの人々が貧困状態のままですが、

保健と教育の分野は改善が進んでいます。 

現在、バングラデシュでは半数以上の学校

に適切なトイレがあり、10人中4人以上が家

庭で最低限の基本的なトイレを利用できます。

スラム地区には共用トイレが設置され、健康

改善に向けての足がかりとなっています。現

時点ではユニバーサルアクセスが実現する

のは2052年の見込みで、これは多くの国々

より早いとはいえ、それでも目標から22年も

遅れることになります。 
 

 

 
 

ルサカにある自宅で遊ぶムハンマドくん（6歳）と姉のフェビィちゃん（8歳）。家族が

使えるトイレは、4世帯共用のピット式トイレしかありません。フェビィちゃんの上にも

ジェニファーちゃんという姉がいましたが、今年2月にコレラで亡くなり、ムハンマドく

ん自身も具合が悪くなりました。母親のミリアムさんは、こう話してくれました。「ジェ

ニファーが亡くなった2日後に、ムハンマドまでコレラにかかってしまいました。私は

夫に、今すぐ何もかも置いて、ムハンマドを病院に連れて行ってと頼みました。夫

はムハンマドに付き添って5日間病院で過ごしました。ムハンマドは回復しましたが、

医師の言うとおり、冷たいものを食べさせたり汚い所で遊ばせないようにしていま

す。それに、家族全員が塩素消毒された水を飲まなければなりません。我が家

は衣料品の販売をしているのですが、ジェニファーが亡くなり、ムハンマドも病気に

なって、対応に追われている間に仕事が大変なことになってしまいました。経済

状態はまだ回復していませんし、お金がないので子供たちをまた学校に行かせて

やることもできません。本当に大変ですが、助けてくれる親戚もいないのです。」 

ケヤさん（13歳）はバングラデシュのダッカにある学校の

生徒です。月経時の衛生について教わり、設備が整った

ことで、ケヤさんのような女の子たちにとって何が変わっ

たかを説明してくれました。「初めての月経のときは何が

起きているのかわかりませんでした。友人が先生に、私は

服を汚してしまって机から離れられないと伝えてくれまし

た。そのあとみんなが帰るまで教室に残り、友人の手を借

りてようやく立ち上がって帰れたのですが、どこかケガでも

したのかと不安でした。今はトイレに説明があって、トイレ

に汚物入れがある理由も書かれていますから、下級生の

女の子たちのためにも良くなったと思います。」 

59％の学校に 

トイレがありません 

80％の子供た

ちが小学校を卒業

できません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2052年までか

かります 

 

ザンビア バングラデシュ 

66％の学校に 

トイレがありません 

75％の子供たち

が小学校を卒業で

きません 

すべての家庭で

適切なトイレを利用

できるようになるに

は、2231年までか

かります 
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ザンビアのモンゼ県にあ

るンジョラ東小学校で教

員を務めるムウィーネ・

ムヒャンガさん(29)は次

のように語ります。 

「私の生徒たちは草む

らで用を足しているので

すが、これは彼らの学

習に大きな影響を与え

ています。教室で十分

に授業を受けるには、

生徒はトイレ探しに長い

時間をかけて教室を離

れるべきではありませ

ん。ほとんどの女子生

徒は月経中、自宅で過

ごしており、彼女たちが

欠席すると私の仕事に

も影響を及ぼします。」 

 

安全なトイレはすべての人がすべての場所で

享有できる人権です。36 清潔な水、適切なト

イレ、および衛生習慣なしには、健康、教育、

女性の権利、平等など、持続可能な開発

目標のどのゴールに対しても、永続的かつ

意味のある前進を果たすことはできません。 

世界の34%の学校で適切なトイレが設置さ

れておらず、衛生サービスの改善のため

には今こそ緊急対策が必要です。37 また、

また、家庭に適切なトイレがなく、未だ待ち

続けている23億人の人々のために、そして、

現在は適切なトイレを当然のように使用で

きない人々が、毎日当然のように適切なト

イレを利用できるようになるためにも緊急対

策が求められています。  

各国政府はすべての人が衛生設備を利用でき

るよう優先的に取り組むべきです。 

これには以下が含まれます。 

 水・衛生、教育、および保健の各セクター間
で、また、変革に長けた政府首脳と共に、より
優れた計画を策定し、水・衛生、教育、およ
び保健の各セクター間においてさらなる統合
アプローチを用いること。 
 さらなる投資を適切に行うこと。。 
 モニタリングおよび報告において透明性の
改善を確保すること。 

 
水と適切なトイレへの基礎的なアクセス、およ
び衛生習慣がない学校を学校と呼ぶべきで
はありません。各国の教育および財務担当閣
僚ならびにドナーは、学校における水と衛生が
教育の改善のために根本的に重要であると認
識すべきです。そして、必要不可欠である水と
衛生サービスに投資し、合意された期限内に
すべての人が衛生設備を利用できるようにな
るための信頼性ある計画を策定する必要があ
ります。 

学校の衛生設備は女子生徒特有のニーズ
に応える必要があります。 プライバシー、安
全性、および尊厳を確保するために、トイレ
は適切な位置に設置され、また、採光が良
く、頑丈なドアと鍵を備えている必要がありま
す。子供たちは月経について教わるべきで
あり、女子生徒は、清潔な水やせっけんを
含む月経中に必要なものを利用できる必要
があります。 

障害を持った子供たちが清潔で安全なアクセ
シブルトイレを学校で利用できるよう、学校の
衛生設備は包摂的（インクルーシブ）であるべ
きです。これは彼らが健康で尊厳を持って生
き、十分に可能性を発揮するには必要な人
権です。 

ウォーターエイドが求
めるもの 
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左の写真:ブルキナファソのフエ県にある学校に通うカディディ

アトウさん（12歳）思春期と月経に関するガイドラインを手にし、こう語り
ます。 
「月経は自然なことだから、恐ろしいものではない、怖がる必要はない
のだということを先生たちが教えてくれました。」 

右下の写真:マリアさん（11歳）が通うウガンダ・カ
ンパラ市の学校に障害を持つ生徒たちが利用できる
新しいトイレが設置されました。 

「今まで和式トイレを使うたびに、しゃがまなくてはな
らず、大変な思いをしていました。新しいトイレには便
座も手すりもついているのでとても使いやすいですし、
いつも清潔で臭いもしないので、気に入っています。」 
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basic sanitation 

 

Appendix 
Global access to basic sanitation in schools39

 

Country, area or territory 
% schools with

 

 

% schools with 

limited sanitation 

 

% schools with 

no sanitation 

 Cook Islands 100 0 0  

 Costa Rica 70 20 10  

 Côte d’Ivoire - 51 49  

 Croatia 34 - -  

Cuba - - - 

 Democratic Republic of the Congo - 90 10  

 Denmark 100 0 0  

 Djibouti - 100 0  

 Dominica 100 0 0  

 Dominican Republic 90 - -  

 Ecuador 83 - -  

 Egypt 100 0 0  

 El Salvador - 87 13  

 Equatorial Guinea - 99 1  

 Eritrea - 57 43  

 Estonia 100 0 0  

 Eswatini - 88 12  

 Ethiopia - 40 60  

 Fiji 76 14 10  

 Finland 100 0 0  

 France 100 0 0  

 Gabon - 61 39  

 Gambia 82 16 2  

 Georgia 60 14 26  

 Germany 100 0 0  

 Ghana - 69 31  

 Gibraltar 100 0 0  

 Grenada - - -  

 Guatemala 76 - -  

 Guinea - 77 23  

 Guinea-Bissau - 20 80  

 Guyana 17 81 2  

 Haiti - 55 45  

 Honduras 82 0 18  

 Hungary 92 8 0  

 India 73 3 24  

 Indonesia 34 54 12  

 Israel 100 0 0  

 Italy 100 0 0  

 Jamaica 83 - -  

Jordan 33 66 0 

 
   

- - -  

Algeria 99 1 0  

Andorra 100 0 0  

Angola - 58 42  

Argentina 77 - -  

Australia 100 0 0  

100 0 0  

Bahrain 100 0 0  

59 35 6  

100 0 0  

Belarus 100 0 0  

Belgium - - -  

Belize 49 45 6  

Benin - 72 28  

Bhutan 76 14 10  

 - - -  

- 100 0  

Brazil 84 11 5  

70 6 23  

Burundi 48 46 6  

Cabo Verde - 98 2  

39 26 35  

Cameroon - 49 51  

- 41 59  

Chad - - -  

Chile 96 1 4  

China - 58 42  

China, Hong Kong Special 

 
   

China, Macao Special 

 n 
100 

 
  

61 16 22  

Comoros - 32 68  

Congo - 60 40 
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Country, area or territory 
% schools with

 
% schools with 

limited sanitation 

% schools with 

no sanitation 
Country, area or territory 

% schools with
 

% schools with 

limited sanitation 

% schools with 

no sanitation 

 

 Kenya - 100 0  

 Kiribati - - -  

 Kuwait 100 0 0  

 Kyrgyzstan - - -  

 Lao People’s Democratic Republic - 70 30  

 Latvia 100 0 0  

 Lebanon 93 7 1  

 Lesotho - 96 4  

 Liberia 43 18 39  

 Libya 95 5 0  

 Madagascar - 69 31  

 Malawi 70 5 25  

 Malaysia 100 - -  

 Mali 20 43 37  

 Marshall Islands 27 - -  

 Mauritania 27 13 60  

 Mauritius 100 0 0  

 Mexico 75 21 5  

 Monaco 100 0 0  

 Mongolia 63 21 16  

 Morocco 70 19 11  

 Mozambique 48 29 24  

 Myanmar - - -  

 Namibia 46 31 23  

 Nauru 86 - -  

 Nepal - 82 18  

 Netherlands 100 0 0  

 Nicaragua 43 - -  

 Niger 21 3 76  

 Nigeria - 48 52  

 Niue 100 0 0  

 Norway 100 0 0  

 Oman - 98 2  

 Pakistan - 72 28  

 Panama 82 - -  

 Papua New Guinea 45 16 39  

 Paraguay 77 - -  

 Peru 68 28 4  

 Philippines 39 60 1  

 Portugal 100 0 0  

Qatar 100 0 0 

 Republic of Korea 100 0 0  

 Republic of Moldova 94 6 0  

 Russian Federation - 98 2  

 Rwanda 88 12 0  

 Saint Kitts and Nevis - - -  

 Saint Lucia 99 - -  

 Saint Vincent and the Grenadines 100 0 0  

 Samoa - - -  

 Sao Tome and Principe 76 20 4  

 Senegal - 74 26  

 Serbia 74 - -  

 Seychelles 100 0 0  

 Sierra Leone 12 42 45  

 Singapore 100 0 0  

 Slovakia 100 0 0  

 Slovenia 100 0 0  

 Solomon Islands 27 9 64  

 Somalia - 40 60  

 South Africa - 83 17  

 South Sudan - 55 45  

 Spain 100 0 0  

 Sri Lanka 100 0 0  

 Sudan - 62 38  

 Switzerland 100 0 0  

 Tajikistan 44 0 56  

 Togo 23 34 43  

 Tunisia 99 0 1  

 Uganda 79 21 0  

 Ukraine - - -  

 United Republic of Tanzania 47 28 25  

 United States of America 100 0 0  

 Uruguay 83 - -  

 Uzbekistan 92 - -  

 Venezuela (Bolivarian Republic of) 90 - -  

 West Bank and Gaza Strip 81 19 1  

 Yemen 25 56 19  

 Zambia 66 - -  

Zimbabwe - 96 4 
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34% of the world’s schools don’t have adequate toilets, 

leaving children with the choice to use dirty, unsafe facilities, 

go in the open, or stay at home. Toilets are essential to keep 

children healthy, safe and in school. Without them, young 

people are being denied their human rights to sanitation, 

good health and a quality education. 

WaterAid’s report, The Crisis in the Classroom: The State of the 
World’s Toilets 2018, reveals the countries where children are 

struggling most to access a toilet at school and at home, and 
highlights those that have made good progress. It calls on 
governments to take urgent action to make decent toilets 
normal not just for children but for everyone everywhere 
by 2030. 
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